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１ 光の進み方について、１～５の問に答えなさい。 

 

 問１ 下図のように、鏡に光を当てたところ、鏡①に反射した後、鏡②に反射しました。鏡に反射

した光の進む道筋
みちすじ

を、定規を用いて解答用紙の図に描
か

き込
こ

みなさい。 

 

               

鏡②

鏡
①

光  

 

 問２ 下図のように、鏡の前に物体を置きました。鏡に映る像を、解答用紙の図に描き込みなさい。 

 

               

物体

鏡
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 問３ 下図のような“ユニット”を２個つくり、組み合わせて潜望鏡
せんぼうきょう

をつくりました。①・②に答え

なさい。 

     

内側に鏡をはる

中をのぞくと
上が見える

 

 

   ① 右図のように、ユニットを２個組み合わせて、

潜望鏡をつくりました。潜望鏡をのぞいて、壁
かべ

の「F」の文字を見たとき、どのように見えま

すか。最も適当なものを、下の（あ）～（く）

より選び、記号で答えなさい。 

 

 

              

   ② 右図のように、ユニットの組み合わせ方を変

えて、壁の「F」の文字を見たとき、どのよう

に見えますか。最も適当なものを、下の（あ）

～（く）より選び、記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

F
    

（あ） （い） （う） （え） 

 

    

（お） （か） （き） （く） 
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 問４ ガラスに光を当てると、大半の光は透過
と う か

しますが、一部の光は反射されます。その様子を図

に示したものが、下図です。例にならって、解答用紙の図に、反射角、屈折
くっせつ

角
かく

を描き込みなさ

い。 

 
 

 

（例） 

入射角

 

光

空気

ガラス

ガラス表面で
反射した光

ガラス中に進んだ光  

 

 問５ 夜間に明るい部屋からガラスの窓を見ると、部屋の中や自分の姿が映って見えます。これは、

ガラスに当たった光の一部が反射しているためです。しかし、昼間にガラスの窓を見ると、外

の景色が見えます。昼間、外の景色が見える理由を、簡単に答えなさい。 

 

  

夜間は、ガラスに部屋の中や自分が 

映って見える。 

昼間は、ガラスに映った部屋の中や 

自分ではなく、外の景色が見える。 
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２ ビタミンＣの入った清涼
せいりょう

飲料水にヨウ素が含
ふく

まれたうがい薬を加えると、ビタミンＣとヨウ素

が反応して、ヨウ素の色が消えます。友子さんとお父さんは、これを利用して次の実験を行いまし

た。 

  １～６の問に答えなさい。 

 

実験に用いたもの 
   ヨウ素液      

   デンプン溶液
ようえき

 

   ビタミンＣが 250 mｇ入った 500 mℓペットボトル入りの清涼飲料水 

   メスシリンダー     コップ（数個）     スポイト 

 

 お父さん：「まず、1 mｇのビタミンＣと反応するヨウ素液の量〔mℓ〕を調べよう。」 

 

   ＡビタミンＣが 250 mｇ入った 500 mℓペットボトル入りの清涼飲料水 10 mℓをコップに取り、

デンプン溶液を加えた。 

 

 友子さん：「どうして、デンプン溶液を加えるの？」 

 お父さん：「それは、ビタミンＣと反応しなかったヨウ素があるかどうかを、分かりやすくするた

めだよ。デンプン溶液を入れておけば、ヨウ素が残っていた場合、ヨウ素デンプン反応

で色が（ ① ）になるからね。」 

 

   コップに、スポイトを用いてヨウ素液を少量ずつ加えていき、色の変化を観察した。はじめは、

加えたヨウ素液の色が消えてコップ内の色は変化しなかったが、ヨウ素液を 10 mℓ加えたところ

で、コップ内の色は（ ① ）になった。 

 

 友子さん：「コップ内の色が（ ① ）になったということは・・・加えたヨウ素液と含まれてい

たビタミンＣがすべて反応して、未反応のヨウ素がごく少量残ったということね。つま

り、含まれていたビタミンＣと反応するヨウ素液は 10 mℓだから・・・」 

 お父さん：「これで、1 mｇのビタミンＣと反応するヨウ素液の量が計算できるね。」 

 

 問１ 下線部Ａについて、清涼飲料水 10mℓあたりに含まれるビタミンＣは、何 mｇですか。 

 

 問２ （ ① ）に適する色を、下の（あ）～（え）より選び、記号で答えなさい。 

 

      （あ） 褐色
かっしょく

    （い） 青
あお

紫 色
むらさきいろ

   （う） 黄緑色   （え） 白色 
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 問３ 1 mｇのビタミンＣと反応するヨウ素液は何 mℓですか。計算過程も示しなさい。 

 

 

   ある夏の暑い日、友子さんは出かける前に、ペットボトル入りの清涼飲料水を冷凍庫
れいとうこ

で凍
こお

らせ

ました。冷凍庫から取り出し、カバンにしまおうとしました。 

 

 友子さん：「お父さん。Ｂペットボトル入りの清涼飲料水を凍らせたら（ ② ）！」 

 お父さん：「それよりも、凍らせたペットボトルをそのままカバンに入れると、他のものが濡
ぬ

れて

しまうだろ！」 

 友子さん：「あ、そうか。Ｃ空気中の水蒸気が冷やされて水滴
すいてき

となって、ペットボトルの周りに付い

ちゃうものね。タオルにくるんでおくわ。では、行ってきます！」 

 

 問４ 下線部Ｂについて、中身を凍らせたペットボトルの形は凍らせる前と比べてどのようになっ

ていますか。（ ② ）に適する語句を、下の（あ）・（い）より選び、記号で答えなさい。ま

た、そのようになった理由を、簡単に答えなさい。 

 

     （あ） 膨
ふく

らんだ    （い） へこんだ 

 

 問５ 下線部Ｃについて、このような状態変化のことを何と呼びますか。最も適当なものを、下の

（あ）～（お）より選び、記号で答えなさい。 

 

（あ） 蒸 発
じょうはつ

 （い） 凝 縮
ぎょうしゅく

 （う） 融 解
ゆ う か い

 

（え） 凝 固
ぎ ょ う こ

 （お） 昇 華
し ょ う か

   

 

 

 友子さん：「ただいま！」 

 お父さん：「お帰り。楽しかったかい？」 

 友子さん：「うん、楽しかった。でも、お父さん。凍らせた清涼飲料水を融
と

かしながら飲むと、だ

んだんと味が薄
うす

くなっていくような気がしたんだけど、気のせいかな？」 

 お父さん：「この前、含まれているビタミンＣの量を測ったときのヨウ素液がまだ残っているから、

含まれるビタミンＣの量の変化を調べてみよう。」 
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実験  

操作１ ビタミンＣが 250mｇ入った 500mℓペットボトル入りの清涼飲料水を冷凍庫に入れ、完全

に凍らせた。 

 

操作２ ペットボトルを冷凍庫から取り出し、下図のようにセットした。室温で放置し、融けだし

てくる清涼飲料水をコップで集めた。融けだした清涼飲料水 100mℓごとにコップを取り換
か

え

た。順に、試料（１）～（５）とする。 

 

 

凍らせた清涼飲料水の
入ったペットボトル

融けだしてくる清涼飲料水を
コップで集めた

ペットボトルはフタを開けた状態で
逆さにし、スタンドで固定

(1) (2) (3) (4) (5)

100m　の清涼飲料水が集まるごとに、
コップを取り換えた  

 

操作３ 試料（１）～（５）を、それぞれ別のコップに 10mℓずつ取り、デンプン溶液を少量加え

た後、ヨウ素液を少量ずつ、コップ内の溶液が着色するまで加えていった。加えたヨウ素液

は、表１のようになった。 

 

表１ 

試料 （１） （２） （３） （４） （５） 

加えたヨウ素液〔mℓ〕 30 14 4 1 1 
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 問６ 試料（１）～（５）10mℓあたりに含まれて

いたビタミンＣの量〔mｇ〕を、棒グラフで

表しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試料

(1) (2) (3) (4) (5)
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３ 日本各地の自然について、１～５の問に答えなさい。 

 

  長期間（数百年～千年）自然状態におかれたとき、その土地が砂漠
さ ば く

になるか、草原や森林になる

か、また、どのようなタイプの森林が成立するかは（ア）主に２つの気象条件によって決まります。 

  （イ）日本国内は、自然状態が長く続けば森林が成立する土地が大半です。そして国土面積が小さ

いにもかかわらず、多様なタイプの森林が成立していることが日本の特徴
とくちょう

であると言えます。 

  以下の（Ⅰ）～（Ⅳ）は、日本で見られる４つのタイプの森林についての説明です。 

 

   （Ⅰ） トドマツやエゾマツなどの常緑の針葉樹
しんようじゅ

からなる。木々の下には主にチシマザサが生

えている。 

   （Ⅱ） 常緑の広葉樹を中心にした森林で、植物の種類が非常に多い。大きな木にはつる植物

などが付着していて、複雑な構造になっている。また、（ウ）河口付近では塩分に強い特殊
とくしゅ

な木々が中心となる。 

   （Ⅲ） ブナやカエデ類のような落葉する広葉樹からなる。その下にはツツジ類などの低木や

チシマザサなどが生え、地面に沿うような樹形の木も目立つ。また、（エ）春だけに見ら

れる草の種類が多いのも特徴である。 

   （Ⅳ） シイやカシなど、常緑でつやのある葉を持つ広葉樹からなる。林内は暗く、アオキや

ヤツデ、ヤブツバキなど弱い光でも生育できる低木が生える。 

 

 問１ 上文の下線部（ア）について。 

 

   ① ２つの気象条件とは何か、答えなさい。 

 

   ② 日本国内で森林のタイプの決定に最も影響
えいきょう

が大きいのは、①で答えた条件のうちどちら

ですか。 

 

 問２ 日本国内は、海岸などの砂地や高山草原（お花畑）などの例外を除いて、森林が成立する条

件を満たしています。しかし、戦前の日本は国土面積の 10%以上を草原が占
し

めていました。 

これは、人間が干し草を家畜
か ち く

の飼料や屋根わらなどに利用するために森林を草原化し、維持
い じ

管

理していたためです。主な方法は、秋に植物を刈
か

り取り、早春に野焼きをするというものです

が、この方法で草原を維持できるのはなぜでしょうか。正しい根拠
こんきょ

となる文を（あ）～（こ）

より３つ選び、記号で答えなさい。 
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   （あ） 冬のあいだ、樹木の成長点は春～秋と同じく地上にあるが、草では地表面ぎりぎりに

ある。 

   （い） 冬のあいだ、草の成長点は春～秋と同じく地上にあるが、樹木では地表面ぎりぎりに

ある。 

   （う） 冬のあいだ、樹木の成長点も、草の成長点も、春～秋と同じく地上にある。 

   （え） 冬のあいだ、樹木の成長点も、草の成長点も、地表面ぎりぎりにある。 

   （お） 野焼きが行われない場合、光をめぐる競争では、樹木よりも草の方が有利である。 

   （か） 野焼きが行われない場合、光をめぐる競争では、草よりも樹木の方が有利である。 

   （き） 野焼きが行われない場合、光をめぐる競争では、樹木と草に有利不利の差はない。 

   （く） 地上 10cm以上での温度は、野焼きにより 50～170℃も上 昇
じょうしょう

するが、地温はほとん

ど上昇しない。 

   （け） 地上 10cm以上での温度も地温も、野焼きにより 50～170℃程度上昇する。 

   （こ） 地上 10cm以上での温度も地温も、野焼きにより、ほとんど上昇しない。 

 

 問３ ４つの森林のタイプを説明した（Ⅰ）～（Ⅳ）の文について。 

    地図の（Ａ）～（Ｄ）の地域には、

（Ⅰ）～（Ⅳ）の森林のどれが成立

していますか。また、そこで生息す

る動物の例として適切なものは、

（Ｘ）～（Ｚ）のどれですか。下の

（あ）～（し）から正しい組み合わ

せを選び、記号で答えなさい。 

 

 

 

 

     （Ｘ） ツキノワグマ、カモシカ、ニホンザル 

     （Ｙ） ヒグマ、ナキウサギ、シマフクロウ 

     （Ｚ） アマミノクロウサギ、イリオモテヤマネコ、ヤンバルクイナ 

 

記号 あ い う え お か き く け こ さ し 

森林 Ｉ Ｉ Ｉ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ 

動物 Ｘ Ｙ Ｚ Ｘ Ｙ Ｚ Ｘ Ｙ Ｚ Ｘ Ｙ Ｚ 

 

（Ｄ）

（Ｃ）
（Ｂ）

（Ａ）
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 問４ 下線部（ウ）の木々を何と呼びますか。 

 

 問５ 下線部（エ）について。 

なぜこの森林では、このような草が多く生育するのでしょうか。理由を説明しなさい。 
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４ 地震
じ し ん

に関して、１～７の問に答えなさい。 

 

 問１ 震度の説明として最も適切なものを次の（あ）～（お）の中から選び、記号で答えなさい。 
 

     （あ） 地震で発生したエネルギーの程度 

     （い） 地震による建物の破壊
は か い

の程度 
     （う） 地震による揺

ゆ

れの程度   

     （え） 地震で発生した津波
つ な み

の程度 

     （お） 地震による地盤
じ ば ん

の破壊の程度 
 

 問２ 地震の震度は最大でいくつですか。 

 
 

地震が発生すると、震源で速さの違
ちが

う二種類の揺れが同時に生じ、周りに伝わっていきます。初

めに来る小さな揺れをＰ波、後に来る大きな揺れをＳ波といいます。 
実際の地震では、震源は地下深くにありますが、今回は図１のように地下の浅いところに震源が

あり、地表付近をＰ波とＳ波が伝わっていくものとします。 

       

地表

地下震源

Ｐ波

Ｓ波

 
                  図１ 
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  以下は、図２に示したある島で起きた、地震Ⅰ・Ⅱに関する説明です。 

 

          

島

海

Ｃ

Ｂ

Ａ

200km

400km

 

                 図２ 
 

 [地震Ⅰ] 

  19××年、この島で点Ａを震源とする大きな地震Ⅰが発生しました。図３は、地震Ⅰによって発

生したＰ波とＳ波を、点Ａから 200 km離
はな

れた点Ｂと、点Ａから 400 km離れた点Ｃで観測した揺

れの記録を示しています。 

  

400

300

200

100

0

震
源
か
ら
の
距
離

〔km〕

12:20'25"

12:20'40"

12:20'50" 12:21'20"

P波・S波の到達時刻〔時:分'秒"〕
とうたつ

き

ょ

り

P波の到達時刻

S波の到達時刻

 

                   図３ 
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 問３ 図３よりＰ波の速さは秒速何 kmと考えられますか。 

 

 問４ このグラフからは、震源ではいつ地震が起こったのかを推測することができます。地震発生

の推定時刻を求めなさい。 

 

 
 Ｐ波が到達してからＳ波が到達するまでの時間を、初期

し ょ き

微動
び ど う

継続
けいぞく

時間
じ か ん

といいます。たとえば、点Ｂ

では初期微動継続時間は 15秒ということになります。地震の際、走行中の電車はＰ波を感知して、

初期微動継続時間のうちに停止することで、脱線
だっせん

などの事故を防いでいます。 
 

 問５ 震源から 600 km離れた地点では、初期微動継続時間は何秒ですか。 

 
 

[地震Ⅱ] 

この島で今年、別の地震Ⅱが発生しました。点Ｂと点Ｃで地震の揺れを観測したところ、初期微

動継続時間は点Ｂで 7.5秒、点Ｃでは 15秒でした。 

地震Ⅱも地震Ⅰと同様に震源は地下の浅いところにあり、Ｐ波とＳ波の伝わり方も全く同様であ

ったとします。 
 

 問６ 初期微動継続時間から、震源までの距離を予想することができます。震源は点Ｂから何 km

のところにあると考えられますか。 
 

 問７ いくつかの点で測定した初期微

動継続時間を用いて、震源地の推定

を行うことができます。解答用紙の

図中に、地震Ⅱの震源地であると予

想される場所に“×”をつけなさい。

ただし、地図中の実線は点Ｂ、Ｃそ

れぞれから 100、200、300 kmの地

点を、点線は 50、150、250 kmの

地点をあらわしているものとしま

す。 

 
          

 

Ｃ

Ｂ

100

200

300

100

200

300  


